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【 シンポジウム報告】

大 学 院 で 学 ん だ こ と 、 活 か し て い る

１　兵庫教育大学大学院で学んだこと

大阪教育大学附属平野小学校に在職中の昭和63

年(1988 年）～平成２年(1990 年）の２年間，社

会科教育講座の中村哲先生のもとで院生生活を送っ

た。その間，多くの経験，知識，あるいは恩師や

友人を得て，非常に充実した生活を過ごせたと思

う。今， 自分の立場，大学教員の一人として院生

生活を振り返 ったとき，大きな学びとなったこと

を２点あげてみたい。

（1） 自分の考えや実践を，全体のなかで位置づ

ける

そ れまでの私は，匚社会科の授業 はこうあるも

のだ」というように，一つ の考え，一つの授業観

のなかで，授業を構想し，実践してきたように思

う。しかし，社会科授業と一口に言っても，講義

型の授業もあれば，初志をつらぬく会が大切 にし

ている問題解決学習 もあり，様々な授業 が実践さ

れていることに気づかされた。そしてそれらは，

授業の特色を語る２つの観点を設定し， ２次元の

マトリックスを構成することで，それぞれの授業

の特色を位置づけることできることがわかった。

例えば図１に示したように，厂教師の指導性」

を縦軸に， 匚子どもの主体性」を横軸にとれば，
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図１　教師の指導性・子どもの主体性
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教師主導の授業なのか，子どもの主体的な学習な

のか，一目瞭然に示すことができる。このことに

よって，自分が実践してきた位置（レベル）がわ

かり，これから改善していこうとする授業像を明

らかにすることができた。

（2）多様な意見や考えを類型化する

これまで様々な授業をしたり見たりしてきて，

授業にはいろいろな方法があると思っていた。確

かにいろいろな方法があるのだが，観点をもって

授業を見れば，いくつかの手法に整理できること

がわかった。私は，匚子どもの探究的活動に基づ

く小学校社会授業の改善」というテーマで修士論

文を書いた。その中で，過去５年間の全国の国立

大学附属小学校（73校）の社会科授業(355 事例）

を分析し， 図２に示

したよう に学習過程

にそって，21 の手法

に整理 し， これらを

効果的に組 み合 わせ

ることによって， 基

本的な授業 モデルを

構想することができた。
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この経験を通して，多様な意見や考えは類型化

することで整理できることを学んだのである。

２　大学院修了後に活かしていること

平成11 年(1999 年） に大阪府教育センターに転

勤した。当時は 匚総合的な学習の時間」の誕生に

よって，具体的にどのようなカリキュラムのもと

に， どのような学習活動を構成すればよいのか，

各市町村教育委員会や学校への周知が教育センター

指導主事の一つの使命であった。そこでは，大学

院で学んだことを生かした事例として，カリキュ

ラムモデルの作成をあげることができる。
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（1）「総合的な学習の時間」のカリキュラムモ
デ
ルや指導法の提示

先行的に取り組んでいる実践事例を収集し
，ど

のような内容の単元を
，どの学年で実践している

のかを分析し
，スコープ（横軸）とシーケンス

（縱軸）による２次元において整理し
，図３のよ

うなカリキュラムモデル作成したり
，問題解決的

な学習過程に学習活動を位置づけ
，基本的な学習

活動の構成の仕方を提案した。
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図３　「総合的な学習の時間」のカリキュラムモデル

現在は大学教員として
，大きくは二つの仕事を

している
。一つは教育実習の担当教員として，年

間約1200名の学生に対する教育実習を実施すると
ともに
，４年間積み上げ型の教育実習を組織し，

段階的に教育的実践力を高めるカリキュラムの構
築と教育実習の改善に取り組んでいる

。もう一つ

は
，主に２部の大学院生に対する授業実践力の向

上をめざした授業と
，社会科・生活科を中心とし

た教科教育の授業研究である
。

大学院で学んだ社会科教育の研究を
，そのまま

発展させることはできないが
，その成果を次のよ

うな
形で活かしている。
（2）思考力・判断力・表現力の育成をめざす小
学校の授業改善

学習指導要領が改訂され
，思考力・判断力・表

現力といった活用する力の育成が求められている
。

そのような活用力を育成するには
，社会科に限ら

ず
，どの教科の授業においても，子どもたちが見

つけたり感じたりした意見や考えを交流し
，互い

に認め合い高め合っていくような授業を構成する

必要がある。

そのためには
，子どもたち一人ひとりが自分の

考えや意見をもつと同時に
，学級全体の中で自分

の意見や考えはどこに位置づいているのかを意識
し
，なぜそのように考えたのかを振り返り，意見

を交換していくことが大切である
。このような学

習においては
，子どもたちの意見を匚位置づける」

匚意味づける」「‾関連づける」厂価値づける」といっ

た役割を
，教師は果たしていかなければならない。

ここに
，大学院生活で学んだ匚多様な意見の位置

づけや類型化
」の手法が活かされている。

小学校の授業づくり
・授業改善のポイントとし

て活用し，学生や小学校教員の指導にあたってい
る。

（3）教育実習中に行った授業のＶＴＲを互いに
見合い
，リフレクションを行うことによる授
業実践力の向上

大阪教育大学では
，３回生に基本実習として４

週間の実習を行っている
。教育実習の充実という

ことで
，オリエンテーションなどの事前指導につ

いてはかなり改善されてきたが
，事後指導につい

ては
，ようやく今年度から全実習生に対して，組

織的に振り返りの場を設定することができた
。し

かし
，教育実習中は実習校に任せきりで，大学教

員が関与することはほとんどない
。そこで，教育

実習のリフレクションとして
，教育実習中に行っ

た授業のＶＴＲを持ち寄り
，カンファレンスを行

うことによって
，それぞれの授業実践力の向上を

図っていこうとする取り組みを研究的に始めてい
る。

このカンファレンスの場において
，学生たちが

互いの授業について
コメントする内容は，匚子ど

も理解
」匚教材理解］厂授業構成」匚指導技術」匚指

導者の資質
」の５観点で整理できることがわかっ

た
。逆に言えば，この５つの観点から実習生の授

業を評価すれば
，その成果や問題点が映し出され

ていくのである
。ここにも，大学院生活で学んだ

厂多様な意見の位置づけや類型化」の手法が活か
されている。

今後は
このリフレクションの成果を実践によっ

て検証し
，教育実習プログラムに組み込んでいき

たいと考えている。
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